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花き類及び野菜類におけるネギアザミウマの発生及び加害状況
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Ｉ緒言

アザミウマ類（スリップス；Thrips）は体長１～２ｍｍ

ほどの微小昆虫で、約40稲が日本国内に分布している。

多くの菰が植物寄生性で、成虫・幼虫が針状の口針を

植物体表面に突き刺して吸汁する。加害された植物の表

面組織は禍変、白化などの症状を呈する｡農作物の場合、

外観を損ない商品性が低下する（宮崎・工藤、1988)。

花き栽培において、アザミウマ類が茜や花器に寄生す

ると、吸汁により、花弁にかすり状や細かい網目状の白

斑や褐変を生じ、商品性が薪しく損なわれることから、

花き類の函要害虫とされている（写真１)。アザミウマ

類の防除は、薬剤防除が主体であるが、近年問幽となっ

ているミナミキイロアザミウマやミカンキイロアザミウ

マのような海外からの侵入種では薬剤抵抗性が発達して

いることが報告されている(村井、1991；片山。多々良、

1994；河合、2001a)。

近年、千葉県内ではネギや花き類など園芸作物を中心

にネギアザミウマ励磁lIZ6“jLnsDEMANの被害が増加

している（写真２)。本菰による被害は全国的で、カン

キツ類（藤川・牟田、2003)、グリーンアスパラガス（松

元、2001)、カキ（森下、2001)、ネギ（二階堂、2001）

など多くの作物に及んでいる。この要因として、薬剤抵

抗性の発達が指摘されている。（大井田・三平、２００１；

村井、2003)。

また、トルコギキョウやアルストロメリアなどの花き

類では、ネギアザミウマによる直接的被害とともに、数

年前から、えそ症状や枯死株が発生し大きな問題となっ

ている。鯛査の結果、これらの症状はネギアザミウマが

媒介するトスポウイルス属の一種であるアイリスイエロ

ースポットウイルスによるウイルス病であることが明ら

かとなった（土井、2003)。現在、ウイルス病の有効な

治療対策はないことから、ウイルスの媒介昆虫であるネ

ギアザミウマの防除が殿も亜要な対策と考えられるが、
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花き類において、本種による被害実態を鯛査した事例は

少ない。そこで、ネギアザミウマの総合的な防除対策を

確立する基礎資料として、花き類及び野菜類におけるネ

ギアザミウマの発生と加害状況を調査するとともに、カ

ーネーションにおける本種の発生消長と品種間差につい

て明らかにした。

本研究を実施するにあたり、安房農林握興センター職

員及び安房農業協同組合花き部会員の方々にご協力をい

ただいた。ここに記して感謝の意を表する。

Ⅱ材料及び方法

１．現地におけるアザミウマ類の発生状況

（１）花き類及び野菜類の花器におけるアザミウマ類の

発生状況

花き類及び野菜類の花器におけるアザミウマ類の発生

状況を調査した。供試試料は、2000年５月～2003年３月

に暖地園芸研究所環境研究室に持ち込まれたか現地鯛査

等により採取した。内訳はカーネーション１２点、バラ７

点、キク４点、トルコギキョウ３点、メロン５点、キン

センカ２点、ホワイトレースフラワー２点、アルストロ

メリア、イチゴ、インゲン、キュウリ、マリーゴールド、

ガーベラ、アイスランドポピー、クロタラリア、センニ

チコウ各1点の計44点であった。試料に発生しているア

ザミウマ類の種を判別し、菰ごとに発生数を調査した。

発生密度は、１花器当たりのアザミウマ成虫数が１０頭

以上を多発生、１～９頭を中発生、１頭未満を少発生と

した。

調査した44点から検出されたアザミウマ類を菰類別に

集計して、種類別検出率を算出した。また、賦料ごとの

優占種を集計し、優占率を算出した。

（２）カーネーション及びバラにおけるアザミウマ類の

発生状況

2002年５～６月、館山市、南房総市、鋸南町のカーネ

ーション栽培農家の11回場と長柄町、茂原市、白子町の

バラ栽培農家の４圃場から、開花当日の花器を採取し、

発生していたアザミウマ類の稲類及び発生数を調査し

た。採取した花器を採取直後に80％程度のエタノール水

溶液で浸潰保存し、後に水道水中で花器を分解し、アザ


















